
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
浄水器（５０）内に原水を通して浄水処理を行う一方、浄水器（５０）内に洗浄湯を逆流
させて逆流洗浄処理を行う浄水システムにおいて、
原水入口（２３）、洗浄湯入口（２４）、第１の流体出入口（２７）、第２の流体出入口
（２８）及び流体出口（２９）を有し、洗浄湯入口（２４）を閉塞ししつつ、原水入口（
２３）及び第１の流体出入口（２７）間と、第２の流体出入口（２８）及び流体出口（２
９）間とを導通する浄水状態と、原水入口（２３）を閉塞しつつ、洗浄湯入口（２４）及
び第２の流体出入口（２８）間と、第１の流体出入口（２７）及び流体出口（２９）間と
を導通する逆流洗浄状態との２つの状態間で切替操作自在な切替バルブ（１０）を備え、
切替バルブ（１０）の第１の流体出入口（２７）が浄水器（５０）の入口（５１）に接続
されるとともに、第２の流体出入口（２８）が浄水器（５０）の出口（５２）に接続され
、
浄水処理では、切替バルブ（１０）が上記浄水状態に設定されて、原水が、原水入口（２
３）、第１の流体出入口（２７）及び浄水器入口（５１）を通って浄水器（５０）内に導
かれ、浄化されてからその浄水が、浄水器出口（５２）、第２の流体出入口（２８）を通
って流体出口（２９）から流出される浄水経路が形成される一方、逆流洗浄処理では、切
替バルブ（１０）が上記逆流洗浄状態に設定されて、洗浄湯が、洗浄湯入口（２４）、第
２の流体出入口（２８）及び浄水器出口（５２）を通って浄水器（５０）内に導かれて浄
水器内を逆流し、更にその洗浄湯が浄水器入口（５２）、第１の流体出入口（２７）を通
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って流体出口（２９）から流出される逆流洗浄経路が形成されてなることを特徴とする浄
水システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
この発明は、水道水等の原水を浄化するための浄水システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
各家庭内に供給される水道水には、塩素、鉄錆、かび臭、有機塩素化合物の他、種々の不
純物が含まれるので、この水道水をそのまま、飲料水等として使用するには、誰しも多少
の不安を感じるものである。このため近年では、各家庭内に浄水器を取り付ける傾向が高
くなっている。
【０００３】
各家庭内に取り付けられる浄水器としては、活性炭等の瀘過材を利用したものが最も一般
的であるが、このタイプの浄水器は、長期使用によって水垢等により瀘過材の表面が覆わ
れて、瀘過材の分解能力、吸着能力が低下する。そこで、その能力を回復させるために、
定期的あるいは任意的に逆流洗浄（逆洗）処理、すなわち浄水器内に洗浄湯を逆流させて
、瀘過材を再活性する処理を行える浄水システムが開発されている。
【０００４】
その種の浄水システムの一例を図１０に示す。同図に示すように、浄水器（１）の入口（
１ａ）に原水供給管（２）が接続されるとともに、浄水器（１）の出口（１ｂ）に浄水供
給管（３）が接続され、その供給管（３）の端部に蛇口（６）が取り付けられる。更に原
水供給管（２）には、洗浄湯排出用分岐管（４）が接続されるとともに、浄水供給管（３
）に、洗浄湯供給用分岐管（５）が接続される。また各管（２）～（５）にはそれぞれ開
閉バルブ（２ａ）～（５ａ）が取り付けられている。
【０００５】
この浄水システムにおいて、通常状態（浄水状態）では、バルブ（４ａ）（５ａ）は閉塞
されるとともに、バルブ（２ａ）（３ａ）は開放されている。この状態で蛇口（６）を開
くと、同図の実線矢符に示すように、原水供給管（２）内に原水が供給され、その原水が
浄水器（１）内に入口（１ａ）から流入する。そしてその原水が浄水器（１）内を通過し
て瀘過材により浄化された後、出口（１ｂ）から流出し浄水供給管（３）を通って蛇口（
６）から放出される。
【０００６】
一方、逆洗処理を行う場合には、バルブ（２ａ）（３ａ）を閉塞して、バルブ（４ａ）（
５ａ）を開放する。これにより同図の破線矢符に示すように、熱湯等の洗浄湯が洗浄湯供
給用分岐管（５）内に供給され、洗浄湯が浄水供給管（３）を逆流して、浄水器（１）内
に出口（１ｂ）から流入する。更に洗浄湯は浄水器（１）内を逆流して入口（１ａ）から
流出し、原水供給管（２）及び洗浄湯排出用分岐管（４）を通って排出される。この逆洗
処理時においては、浄水器（１）内を洗浄湯が逆流することにより、瀘過材が再活性され
る。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記従来の浄水システムでは、浄水処理及び逆洗処理間の切替時に各管（
２）～（５）にそれぞれ設けられた多数のバルブ（２ａ）～（５ａ）をそれぞれ操作する
必要があり、操作性に劣るという問題があった。
【０００８】
またバルブ（２ａ）～（５ａ）等の切替操作部が多く、更に原水供給管（２）や浄水湯供
給管（３）に、分岐管（４）（５）を接続する必要があるため、構造が複雑になるという
問題もあった。
【０００９】
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この発明は、上記従来技術の問題を解消し、浄水処理及び逆洗処理間の切替操作を容易に
行え、しかも構造の簡素化を図ることができる浄水システムを提供することを目的とする
。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するため、この発明は、浄水器（５０）内に原水を通して浄水処理を行う
一方、浄水器（５０）内に洗浄湯を逆流させて逆流洗浄処理を行う浄水システムにおいて
、原水入口（２３）、洗浄湯入口（２４）、第１の流体出入口（２７）、第２の流体出入
口（２８）及び流体出口（２９）を有し、洗浄湯入口（２４）を閉塞ししつつ、原水入口
（２３）及び第１の流体出入口（２７）間と、第２の流体出入口（２８）及び流体出口（
２９）間とを導通する浄水状態と、原水入口（２３）を閉塞しつつ、洗浄湯入口（２４）
及び第２の流体出入口（２８）間と、第１の流体出入口（２７）及び流体出口（２９）間
とを導通する逆流洗浄状態との２つの状態間で切替操作自在な切替バルブ（１０）を備え
、切替バルブ（１０）の第１の流体出入口（２７）が浄水器（５０）の入口（５１）に接
続されるとともに、第２の流体出入口（２８）が浄水器（５０）の出口（５２）に接続さ
れ、浄水処理では、切替バルブ（１０）が上記浄水状態に設定されて、原水が、原水入口
（２３）、第１の流体出入口（２７）及び浄水器入口（５１）を通って浄水器（５０）内
に導かれ、浄化されてからその浄水が、浄水器出口（５２）、第２の流体出入口（２８）
を通って流体出口（２９）から流出される浄水経路が形成される一方、逆流洗浄処理では
、切替バルブ（１０）が上記逆流洗浄状態に設定されて、洗浄湯が、洗浄湯入口（２４）
、第２の流体出入口（２８）及び浄水器出口（５２）を通って浄水器（５０）内に導かれ
て浄水器内を逆流し、更にその洗浄湯が浄水器入口（５２）、第１の流体出入口（２７）
を通って流体出口（２９）から流出される逆流洗浄経路が形成されてなるものを要旨とす
る。
【００１１】
【作用】
この発明の浄水システムにおいては、切替バルブを浄水状態に設定した場合には、原水入
口から供給された原水が、第１の流体出入口及び浄水器入口を通って浄水器内に流入して
浄化された後、その浄水が、浄水器出口及び第２の流体出入口を通って流体出口から放出
されて、浄水処理が行われる。一方、切替バルブを逆洗状態に設定した場合には、洗浄湯
入口から供給された洗浄湯が、第２の流体出入口及び浄水器出口を通って浄水器内に流入
し、浄水器内を逆流して、浄水器入口及び第１の流体出入口を通って流体出口から放出さ
れて、逆洗処理が行われる。従って切替バルブを一回操作するだけで浄水処理及び逆洗処
理間の切替を行える。また切替バルブ等の切替操作部が少なく、しかも配管を分岐させる
必要もないので、構造の簡素化を図ることができる。
【００１２】
【実施例】
図１はこの発明の一実施例である浄水システムを模式化して示す側面図である。同図に示
すようにこのシステムにおいては、本実施例特有の切替バルブ（１０）が使用される。
【００１３】
まず始めにその切替バルブ（１０）の構成から説明する。図２ないし図７に示すようにこ
の切替バルブ（１０）は、ケーシング本体（２１）と、下カバー（２６）と、コック（３
０）とを有している。
【００１４】
ケーシング本体（２１）には、上下方向の軸心に沿って筒状のコック装着部（２２）が設
けられており、そのコック装着部（２２）の両側に側方突出状に原水入口（２３）及び洗
浄湯入口（２４）が形成されている。またケーシング本体（２１）の下部は、外周が大き
く形成されて流路カバー（２５）が設けられている。
【００１５】
一方、コック（３０）には、ケーシング本体（２１）のコック装着部（２２）に水密状態
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で回転自在に装着される軸部（３１）が設けられている。この軸部（３１）の内部には軸
心に沿って第１のコック内流路（３１ａ）が形成されるとともに、軸部（３１）の周壁に
は、上記ケーシング本体（２１）の原水入口（２３）又は洗浄湯入口（２４）に対応し、
かつコック内流路（３１ａ）に導通する流体入口（３３）が形成されている。更に軸部（
３１）の下端には、軸部（３１）よりも外周が大きく、かつ下方が開放された出口切替部
（３２）が、軸部（３１）に対して偏心する態様に設けられている。なお、この出口切替
部（３２）は、内部に形成される第２のコック内流路（３２ａ）が、軸部（３１）の第１
のコック内流路（３１ａ）に連通している。
【００１６】
また下カバー（２６）は、所定位置に、第１の流体出入口（２７）、第２の流体出入口（
２８）及び流体出口（２９）がそれぞれ下方突出状に形成されており、その下カバー（２
６）がケーシング本体（２１）の流路カバー（２５）の下端開放部に取り付けられる。そ
して、両カバー（２５）（２６）により囲まれてバルブ内流路（２５ａ）が形成されると
ともに、その流路（２５ａ）内に上記コック（３０）の出口切替部（３２）が配置され、
更に出口切替部（３２）の下端外周縁部が下カバー（２６）に水密状態で接触されている
。
【００１７】
なお、コック（３０）の上端には、ケーシング本体（２１）の上端に螺着されたキャップ
（４１）を貫通して、ハンドル（４０）がねじ止め固定される。また原水入口（２３）、
洗浄湯入口（２４）、第１の流体出入口（２７）、第２の流体出入口（２８）及び流体出
口（２９）の外周には、配管接続用の雄ねじ部が設けられている。
【００１８】
この切替バルブ（１０）においては、ハンドル（４０）を操作することによってコック（
３０）がケーシング本体（２１）に対して軸心回りに回転し、例えば図２、図３及び図８
に示すように、コック（３０）の流体入口（３３）を、原水入口（２３）に臨ませた状態
（浄水状態）では、コック（３０）の出口切替部（３２）が第１の流体出入口（２７）に
対応して配置され、原水入口（２３）がコック内流路（３１ａ）（３２ａ）を介して第１
の流体出入口（２７）に導通するとともに、第２の流体出入口（２８）がバルブ内流路（
２５ａ）を介して流体出口（２９）に導通する。一方図４、図５及び図９に示すように、
ハンドル（４０）の操作により、コック（３０）の流体入口（３３）を洗浄湯入口（２４
）に臨ませた状態（逆洗状態）では、コック（３０）の出口切替部（３２）が第２の流体
出入口（２８）に対応して配置され、洗浄湯入口（２４）が、コック内流路（３１ａ）（
３２ａ）を介して第２の流体出入口（２８）に導通するとともに、第１の流体出入口（２
７）がバルブ内流路（２５ａ）を介して流体出口（２９）に導通するよう構成されている
。
【００１９】
以上の構成の切替バルブ（１０）が使用されて、図１に示すように本実施例の浄水システ
ムが形成される。
【００２０】
すなわち切替バルブ（１０）、浄水器（５０）、浄水ノズル（６０）が所定位置に取り付
けられ、更に切替バルブ（１０）の原水入口（２３）に、水道水等の原水を供給できるよ
うに原水供給管（６３）が接続されるとともに、洗浄湯入口（２４）に、熱湯等の洗浄湯
を供給できるように洗浄湯供給管（６４）が接続される。
【００２１】
また切替バルブ（１０）の第１及び第２の流体出入口（２７）（２８）と、浄水器（５０
）の入口（５１）及び出口（５２）が第１及び第２の配管（６１）（６２）を介してそれ
ぞれ接続される。更に切替バルブ（１０）の流体出口（２９）が流出管（６５）により浄
水ノズル（６０）に接続される。
【００２２】
なお上記浄水器（５０）は、内部に活性炭等の瀘過材が収容された周知のものである。
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【００２３】
この浄水システムにおいて、通常状態では、切替バルブ（１０）のコック（３０）は、図
２、図３及び図８に示すように、浄水状態に設定される。なおこの状態では、上記したよ
うに切替バルブ（１０）の洗浄湯入口（２４）が閉塞されて、原水入口（２３）及び第１
の流体出入口（２７）間と、第２の流体出入口（２８）及び流体出口（２９）間とが導通
されている。
【００２４】
従ってこの状態から、浄水ノズル（６０）周辺に設けられた図示しない給水栓を開くと、
図１の実線矢符に示すように、原水供給管（６３）を介して原水が切替バルブ（１０）の
原水入口（２３）に供給される。更にその原水はコック内流路（３１ａ）（３２ａ）を通
って、第１の流体出入口（２７）から流出し、第１の配管（６１）を通って浄水器（５０
）内に入口（５１）から供給され、浄水器内の瀘過材中を通過して浄化された後、浄水器
出口（５２）から流出される。こうして浄化された浄水は、第２の配管（６２）を通って
第２の流体出入口（２８）からバルブ（１０）内に流入し、バルブ内流路（２５ａ）を通
って流体出口（２９）から流出される。更にその浄水は、流出管（６５）を通って浄水ノ
ズル（６０）に導かれ、そこから浄水が放出される。
【００２５】
一方、洗浄器（５０）内の瀘過材を再活性する場合、切替バルブ（１０）のハンドル（４
０）を操作して、図４、図５及び図９に示すようにコック（３０）を逆洗状態に設定する
。この状態では、上記したように原水入口（２３）が閉塞されて、洗浄湯入口（２４）及
び第２の流体出入口（２８）間と、第１の流体出入口（２７）及び流体出口（２９）間と
が導通されている。
【００２６】
この状態から浄水ノズル（６０）の給水栓を開くと、図１の破線矢符に示すように、洗浄
湯供給管（６４）を介して熱湯等の洗浄湯が切替バルブ（１０）の洗浄湯入口（２４）に
供給され、その洗浄湯がコック内流路（３１ａ）（３２ａ）、第２の流体出入口（２８）
、第２の配管（６２）を通って、浄水器（５０）内に出口（５２）から供給され、浄水器
内を逆流して浄水器入口（５１）から流出される。こうして熱湯が浄水器（５０）内を逆
流するときに、活性炭に付着した水垢、鉄錆、トリハロメタン等の不純物が脱落するとと
もに、活性炭がほぐされ、長期の瀘過処理により発生する有害な水道（みずみち）も消失
して、活性炭の再活性が行われる。
【００２７】
一方、浄水器入口（５１）から流出した洗浄湯は、第１の配管（６１）、第１の流体出入
口（２７）、バルブ内流路（２５ａ）、更に流出管（６５）を通って浄水ノズル（６０）
から排出される。
【００２８】
なおこのように熱湯等により逆洗処理を行った後は、後処理として、上記浄水処理と同様
な手順で、システム内の残湯を排出してしまうのが良い。
【００２９】
すなわち切替バルブ（１０）のコック（３０）を捻って浄水状態に設定し、その状態で浄
水ノズル（６０）の給水栓を開き、上記と同様に原水を切替バルブ（１０）及び浄水器（
５０）内に通過させて、浄水ノズル（６０）から放出させる。これによりシステム内、特
に浄水器内の残湯を排出して温度を低下させ、瀘過材を早期に安定させることができる。
【００３０】
この実施例の浄水システムによれば、切替バルブ（１０）のコック（３０）を捻るだけの
簡単な操作で、浄水処理、逆洗処理及び後処理間の切替を行える。しかも切替バルブ（１
０）等の切替操作部が少なく、更に配管を分岐させる必要もないので、構造の簡素化を図
ることができ、故障の発生等を有効に防止できるとともに、コストの削減を図ることがで
きる。
【００３１】
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なお本発明において、浄水ノズル（６０）の給水栓は、システムの要部に水圧が加わらな
いように元止め方式を採用するのが良い。
【００３２】
また本発明においては、切替バルブ（１０）の切替操作を自動的に行うための切替駆動手
段、浄水ノズル（６０）の給水栓の開閉を自動的に行うための開閉駆動手段等を設けると
ともに、これらの駆動手段を制御するためのコントローラを設けて、浄水処理、逆洗処理
及び後処理を、自動的あるいはワンタッチ操作で行えるように構成しても良い。
【００３３】
また本発明は、言うまでもなく上記実施例のものだけに限られることはない。
【００３４】
【発明の効果】
以上のように、本発明の浄水システムによれば、切替バルブを浄水状態に設定した場合に
は、原水入口から供給された原水が、第１の流体出入口及び浄水器入口を通って浄水器内
に流入して浄化された後、その浄水が、浄水器出口及び第２の流体出入口を通って流体出
口から放出されて、浄水処理が行われる。一方、切替バルブを逆洗状態に設定した場合に
は、洗浄湯入口から供給された洗浄湯が、第２の流体出入口及び浄水器出口を通って浄水
器内に流入し、浄水器内を逆流して、浄水器入口及び第１の流体出入口を通って流体出口
から放出されて、逆洗処理が行われる。従ってひとつの切替バルブを１回操作するだけで
だけで簡単に、浄水処理及び逆洗処理間の切替を行える。また切替操作部が少なく、配管
を分岐させる必要もないので、構造の簡素化を図ることができるという効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の一実施例である浄水システムを模式的に示す側面図である。
【図２】実施例の浄水システムに適用された切替バルブの浄水状態での側断面図である。
【図３】実施例における切替バルブの浄水状態での底断面図である。
【図４】実施例における切替バルブの逆洗状態での側断面図である。
【図５】実施例における切替バルブの逆洗状態での底断面図である。
【図６】実施例の切替バルブを示す平面図である。
【図７】実施例の切替バルブを示す底面図である。
【図８】実施例の切替バルブにおけるコックの浄水状態での斜視図である。
【図９】実施例の切替バルブにおけるコックの逆洗状態での斜視図である。
【図１０】従来の浄水システムを示す概略側面図である。
【符号の説明】
１０…切替バルブ
２３…原水入口
２４…洗浄湯入口
２７、２８…流体出入口
２９…流体出口
５０…浄水器
５１…入口
５２…出口
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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